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令和３年第２回美浜町議会定例会 

 

（令和３年３月３日開議） 

 

町長あいさつ 

 

先ほどは、副議長の選挙が行われ、髙橋議員がご当選されました。心よりお祝

いを申し上げる次第であります。町政をとりまく環境は極めて厳しい状況にあり

ますが、町の発展と町民の福祉向上のため存分にご活躍されますようお祈り申し

上げますとともに、併せて特段のご指導とご支援を賜りますようお願い申し上げ

ます。 

なお、このたびご退任されました梅津 前副議長におかれましては、１年間に

わたり議会の円滑な運営にご尽力され、町政発展に寄与いただきました。改めて

今日までのご苦労とご功績に対し感謝を申し上げます。 

また、議会運営委員会及び各常任委員会の委員構成が行われ、それぞれ新たな

委員長、副委員長が選出されました。今後、新陣容のもとで議会活動が行われる

わけでございますが、どうか議会としての使命にのっとり、私ども行政に対し、

ご指導、ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げる次第であります。 

 

それでは、開会にあたり、町政運営に関する所信の一端を申し述べますととも

に、今回ご提案いたします議案等の概要についてご説明申し上げます。 

 

はじめに、新型コロナウイルスワクチンの接種について、現在の状況について

申し上げます。 

町では、「新型コロナウイルスワクチン接種対策チーム」を中心に、接種券の

発行や、三方郡医師会、各医療機関等との協議を重ね、接種に向けた準備を進め

ております。 

また、国は、４月１２日より、６５歳以上の高齢者へのワクチンの優先接種を

開始する旨を公表したところですが、最初に配分されるワクチン数は限定的であ

るとのことで、その後の供給計画や、ワクチンの配分計画、本町における接種開
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始時期などについては、見通せない状況であります。 

今後とも、国や県、医師会や医療機関等と連携を密にしながら、ワクチンに関

する情報が具体的にお示しできるようになりましたら、町民の皆さんが迅速かつ

安心して接種していただけるよう、速やかに周知、広報を図りたいと考えており

ます。 

 

次に、福井県美浜町・琵琶湖北西地域道路整備促進期成同盟会の設立について

申し上げます。 

かねてより、新庄地区を経由し、滋賀県側に通じる道路の整備について、諸活

動が進められてまいりましたが、去る２月２８日に、町内外の関係者で組織する

「福井県美浜町・琵琶湖北西地域道路整備促進期成同盟会」を設立いたしたとこ

ろであります。 

今後は、原子力災害時における住民の避難経路の多重化のみならず、県域を越

えた広域観光連携など、交流促進に重要な役割を果たす道路として、関係者一丸

となり、早期着工に向け、活動してまいりたいと考えております。 

 

次に、まちづくりの最上位計画であります第五次美浜町総合振興計画について

申し上げます。 

令和３年度を初年度とする後期基本計画につきましては、先般、議会の議決を

いただき、策定をいたしたところであります。 

本計画では、町の課題や将来像を見据え、優先して取り組む事務事業を見極め

ることで、効率的・効果的に施策を推進することとしており、「にぎわいゾーン

整備」や「人口減少対策」など、重要な５つのキーワードのもとに、中長期的な

観点から、後期５年間において、計画的に取り組むことが必要な施策を「優先施

策」として位置付け、集中・横断的に取り組むこととしております。 

今後は、この基本計画の趣旨と内容を、町民の皆さんと共有することで、協働

のまちづくりを機動的に進めていく所存であります。 

それでは、５つのキーワードに基づく施策の方向性について、その一端を申し

上げます。 
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 まず、１つ目のキーワード「情報化社会の推進」について申し上げます。 

人口減少や少子高齢化が進展する中にあっても、ＩｏＴで全ての人とモノがつ

ながり、様々な知識・情報を共有することにより、新たな価値の創出が可能にな

ってきております。 

ＩＣＴ基盤の整備と、それを活用した新しい施策を取り入れることにより、地

域課題の解決と、地域経済の発展に資する仕組みを構築することで、次世代につ

ながる魅力あるまちづくりを進めてまいります。 

この取り組みをしっかりと進めるべく、まずは、ＤＸ（デジタル・トランスフ

ォーメーション）、地域情報化の推進に向け、現状の分析と計画の策定を担う専

任組織を整備することで、本格着手に向けた環境づくりを進めてまいります。 

 

次に２つ目のキーワード「にぎわいゾーン整備」について申し上げます。 

道の駅「はまびより」を核とし、ＪＲ美浜駅から「なびあす」までの一帯を対

象として、利便性と快適性を兼ね備えた、にぎわいと交流の場を創出するととも

に、交通の利便性向上につながる機能を充実することで、誰もが楽しく集う「に

ぎわいゾーン」を整備いたします。 

このエリアでは、「はまびより」の整備に併せ、ＪＲ美浜駅舎の改修や駅前広

場の再整備、観光農園の整備などを進めることで、各々の施設が有機的に連携し、

相乗効果につながるよう、取り組んでまいります。 

 

次に３つ目のキーワード「北陸新幹線敦賀開業」について申し上げます。 

北陸新幹線敦賀開業を１００年に一度のチャンスと捉え、三方五湖をはじめと

した観光資源の魅力向上による観光誘客を図ってまいります。また、二次交通の

充実や、周辺市町との連携による周遊滞在型観光の推進により、新幹線開業効果

を地域に波及させることで、町の活性化につなげてまいります。 

とりわけ、将来的に１００万人観光地を目指すレインボーラインにつきまして

は、本町と、県、若狭町との連携協力による令和元年度のリニューアル工事に加

え、更なる魅力向上のため、レインボーライン山麓の売店やレストラン棟の改修

等を進めてまいります。 

観光客のニーズを踏まえた環境を充実、強化することで、一層の誘客を図ると
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ともに、若狭湾エリアを代表する周遊滞在型観光の拠点を目指してまいります。 

また、新レークセンターの整備につきましても、電池推進遊覧船の発着機能を

はじめ、レンタサイクルのステーションや、湖上モビリティに対応可能な施設を、

運営母体となる三方五湖ＤＭＯ株式会社と連携の下に整備するほか、四季折々の

三方五湖の魅力を、より多くの観光客に体感していただくことを目的に、２隻目

の電池推進遊覧船を建造いたします。 

 

次に４つ目のキーワード「地域力向上」について申し上げます。 

人口減少や少子高齢化社会に対応した地域福祉等の体制や機能の充実が求めら

れる一方、集落の担い手不足や、それに起因する集落機能の低下、伝統文化の承

継など、地域の課題も顕在化してきております。 

また、災害に備え、自助、共助につながる地域防災力の強化が必要となってお

ります。このような地域課題を、行政と住民が共有し、協働で取り組むための地

域力の強化を図ってまいります。 

その一環として高齢者が楽しみながら地域で活躍し、健康づくり等にもつなが

る仕組みとして「地域あいあいポイント事業」を実施することにより、町民の健

康寿命の延伸や医療費・介護費の抑制と高齢者等が元気にまちづくりに参画でき

る取り組みを進めてまいります。 

 

最後に、５つ目のキーワード「人口減少対策」について申し上げます。 

出生数の減少や、とりわけ若年層を中心とした人口流出により、本町の人口は

更に減少すると予測されております。 

そのため、移住定住環境の整備、雇用の創出と創業支援、子育て環境の充実強

化など、町民はもとより、若年層に支持される、住みよいまちづくりを進めるこ

とにより、人口の流出抑制やＵＩＪターンの促進を図ってまいります。 

本町の高齢化や人口減少に起因する課題は、農業分野においても、農業従事者

の高齢化や担い手不足などの問題として顕在化しつつあります。 

このような状況を踏まえ、人材の確保と育成を目的とした農業人材育成拠点を

整備することで、持続可能な美浜の農業の確立に向け、取り組んでまいります。 
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また、若年層の住宅需要に応え、町外からも子育て世帯を呼び込むための施策

の一環として、新たな宅地分譲地整備に向けた取り組みを進めてまいります。ま

た、子どもたちや、子育て世代をしっかりと支援すべく、子どもたちの成長に応

じた、きめ細かな支援が、くまなく受けられるよう、施策を充実強化した「美浜

ほっと子育て応援プロジェクト２０２１」を包括的に推進してまいります。 

 

応援クルーとの協働によるまちづくりの推進につきましては、応援クルーが、

地域住民とともに「応援ミッション」に参加いただくことで、町の活性化と、町

との関係を深化させる取り組みを進めてまいります。 

 

次に、町の脱炭素への取り組みについて申し上げます。 

国の掲げる２０５０年脱炭素「カーボンニュートラル」に向け、本町といたし

ましても、美浜町エネルギービジョンに基づき、町公用車の電動化を、２０３１

年を目標として推進してまいります。 

公用車を計画的に電動車へ更新することによって、町のＣＯ２排出量を削減し、

地球温暖化防止に貢献していきたいと考えております。 

 

さて、本日ご提案いたしました各議案につきまして、その概要と提案理由をご

説明申し上げます。 

 

議案第３号は、令和２年度美浜町農業人材育成拠点整備事業生産施設・育苗施

設建設工事請負契約について、公募型プロポーザル方式により契約予定者を決定

いたしましたので、請負契約を締結いたしたく、議会の議決を求めるものであり

ます。 

 

議案第４号 令和２年度美浜町一般会計補正予算（第１０号）につきましては、

歳入歳出それぞれ４億７，０７４万６千円を追加し、予算総額を歳入歳出それぞ

れ１２７億７,７１７万１千円とするものであります。 

今回の補正予算につきましては、歳出面では、国の第３次補正予算を活用し、

三方五湖ゾーン整備事業やレインボーライン山頂・山麓公園の整備など、令和３
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年度当初予算と一体的に実施する事業のほか、各種基金への積み立てや、新型コ

ロナウイルス感染症の影響による事業縮小や本年度実施事業費の確定による減額

が主なものであります。 

また、歳入面では、それぞれの事業実施規模にあたって規模の適正化や実績等

の確定に基づく所要の財源補正のほか、国の地方創生臨時交付金を計上し、これ

まで新型コロナウイルス感染症対策における補正予算の財源として活用してきた

財政調整基金１億８，７９９万８千円の繰入金について全額を戻し入れる調整を

図ったところであります。 

 

本補正予算の主なものについて申し上げますと、美浜町総合振興計画に掲げる

重要なキーワードに基づく「にぎわいゾーン整備」、「地域力向上」、「人口減

少対策」施策に活用するための基金の造成に必要な積立金を、それぞれ計上いた

しました。 

「にぎわいゾーン整備」につきましては、「美浜町にぎわい創出基金」を新た

に設置し、１億５千万円を、「地域力向上」につきましては、「災害に強いまち

づくり基金」に１億１，２５８万５千円を、「人口減少対策」につきましては、

新たな宅地分譲地造成の資金として「若者定住化対策基金積立金」に３千万円を

計上いたしました。 

また、キーワード「北陸新幹線敦賀開業」に基づく事業としましては、三方五

湖エリアの魅力向上により、更なる観光客の誘客促進を図るため、重要な交流拠

点となるレインボーライン山麓売店やレストランの整備を行う事業費として 

２億５,４９７万７千円を、また、三方五湖ゾーン整備事業では、旧レークセン

ターを解体し、新レークセンターを建設する整備費用に２億７，０４０万９千円

を計上いたしました。 

農林水産業費においては、坂尻漁港の機能増進を図るための堆積した土砂の浚

渫工事や、物揚場や防波堤の修築工事費に２,４００万円を計上いたしました。 

以上が今回の補正予算の主なものでありますが、これに見合う主な財源として、

国庫支出金で５億９，７３１万３千円、県支出金で６，３９５万９千円、またこ

れに係る町債についても７，４７０万円を追加するほか、町税４，４７７万９千

円、繰越金７，１１６万４千円などを充当し収支の均衡を図るとともに、併せて
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財源補正を行ったものであります。 

次に繰越明許費でありますが、総務費を始め５つの款で１４事業、総額２０億

４，５５０万４千円を翌年度に繰越し、実施することとしており、そのうち農林

水産業費の漁港機能増進事業、商工費の三方五湖ゾーン整備事業とレインボーラ

イン山頂・山麓公園整備事業の３事業を今般の国の補正予算に伴う繰越事業とし

て計上いたしております。 

 

次に、議案第５号から議案第１１号までの７議案は、各特別会計の補正予算で

ありますが、それぞれの事業目的に沿った管理運営経費や事業費等の増減に伴う

補正であります。 

 

議案第５号 令和２年度美浜町診療所事業特別会計補正予算（第４号）につき

ましては、診療所における職員人件費及び医薬材料費等の減額に伴い、歳入歳出

それぞれ９４０万７千円を減額し、予算総額を１億１，９４４万９千円とするも

のであります。 

 

議案第６号 令和２年度美浜町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）

は、財政安定化支援事業繰入金の増額等に伴う財源の補正をするものであります。 

 

議案第７号 令和２年度美浜町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）

は、後期高齢者医療広域連合納付金が不足する見込みであることから、歳入歳出

それぞれ７５３万１千円を追加し、予算総額を１億３，２４２万４千円とするも

のであります。 

 

議案第８号 令和２年度美浜町介護保険事業特別会計補正予算（第４号）につ

きましては、介護給付費準備基金利子を基金に積み立てるにあたり、歳入歳出そ

れぞれ１０万９千円を追加し、予算総額を１２億８，０８４万６千円とするもの

であります。 

 

議案第９号 令和２年度美浜町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）につ
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きましては、上水道施設へ統合するための建設改良工事に必要な資金を積み立て

るため、美浜町上水道統合整備事業基金を新たに設置し、１億２，７５０万円を

積み立てるものであります。 

 

議案第１０号 令和２年度美浜町産業団地事業特別会計補正予算（第３号）は、

事業費の確定によるもので、歳入歳出をそれぞれ３１６万５千円減額し、予算総

額を２億３，５５２万６千円とするものであります。 

 

議案第１１号 令和２年度美浜町道路用地取得事業特別会計補正予算（第１号）

につきましても、事業費の確定によるもので、歳入歳出をそれぞれ１億 

８，００２万２千円減額し、予算総額を３億７，５６４万８千円とするものであ

ります。 

 

議案第１２号 令和３年度美浜町一般会計予算につきましては、令和３年度か

ら「第五次美浜町総合振興計画」後期基本計画がスタートすることから、キー 

ワードに示す優先施策に重点を置き、また、継続事業等では、特に重要かつ当初

予算での対応が必要なものを厳選して計上して予算編成を行ったところ、予算総

額は８５億８，７８４万円となり前年度予算額に比べ１億９，４２６万１千円の

増額となっております。 

これは、令和６年春の北陸新幹線敦賀開業による経済効果等を最大限に享受す

るための投資的経費の増大から、当初予算としては、令和２年度を上回る過去最

大の規模となったものであります。 

なお、事業の内容につきましては、後期計画のキーワードに沿ってご説明申し

上げます。 

 

まず、１つ目のキーワード「情報化社会の推進」に係る施策について申し上げ

ます。 

地域情報化やＤＸ（デジタル・トランスフォーメーション）の推進を図るため、

その指針となる基本計画を策定する経費等「地域情報化推進事業」に６０６万４

千円を、「新しい生活様式」に対応できるよう、役場内Ｗｅｂ会議用ネットワー
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クと、議会や会議資料等のペーパーレス化に向けた環境を整備する「庁舎Ｗｅｂ

会議ネットワーク整備事業」に１，６０４万８千円を、また、町内に整備された

ＬＰＷＡ網を地域課題の解決等に活用する検討経費として１３万円を計上いたし

ました。 

 

次に、２つ目のキーワード「にぎわいゾーン整備」に係る施策について申し上

げます。 

町の玄関口の役割を担う美浜駅の利便性・快適性の向上を図るため、老朽化し

た駅舎やトイレ等のリフレッシュ工事に６，５８１万７千円を、また、美浜駅前

広場の拡張整備工事や、歩道部シェルターの整備に要する経費等として美浜町ス

マートコンパクトシティ魅力創造拠点化事業に３億２，２１６万８千円などの予

算を計上いたしました。 

 

 次に、３つ目のキーワード「北陸新幹線敦賀開業」に係る施策について申し上

げます。 

三方五湖ゾーン電池推進実証船の商用化及び、２隻目となる商用船の建造工事

費等三方五湖ゾーン整備事業に２億５，７７８万円、合わせて、三方五湖ゾーン

活性化事業に１，３６２万８千円を、また、観光おもてなし推進事業では、観光

客の受入環境を整備する活動等を支援する経費として１７２万７千円などの予算

を計上いたしました。 

  

４つ目のキーワード「地域力向上」に係る施策につきましては、 

子育ての不安軽減や解消方法などを学ぶ講習会等や、父親の子育て参加を促す

ための講演会を開催する経費等「我が家の子育てプラン事業」に１４９万９千円

などの予算を計上いたしました。 

  

 最後に、５つ目のキーワード「人口減少対策」に係る施策につきましては、新

規就農者等の人材確保、人材育成をはじめ、交流人口の拡大を図るための農業人

材育成拠点整備事業に３億２，３７０万９千円を、農業経営開始直後の経営支援

や、町内の農地や担い手の話を聞くバスツアー等を開催する新規就農支援事業に
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５２７万円などを計上いたしました。 

また、増加する空き家の利活用を促進するため、空き家ツアー開催に係る経費

の他、空き家の購入やリフォーム、家賃補助等空家利活用促進事業に４８９万４

千円を計上いたしました。 

 子育て支援の強化については、「美浜ほっと子育て応援プロジェクト２０２１」

に基づき、新たな出会いの創出や新婚世帯の引っ越し費用等への支援や、婚活や

結婚を応援する経費等「新たな出会い応援事業」に８１４万３千円を、不妊治療

の助成につきましては、治療費の助成に加えて、新たに通院交通費を助成する経

費を、また出産後の産後ケアサービス事業では宿泊型に加えて、新たにデイサー

ビス型の経費を包括的に助成するなどの予算を計上いたしました。 

 

 その他の主なものといたしまして、総務費では、ケーブルテレビ施設更新事業

に事業費として６億４，５１４万４千円を、教育費では、８月に開催されるイン

ターハイ ボート競技の開催経費として７，２８９万７千円を、また、町民ス 

ポーツであるボート競技の裾野拡大を図るため、小学生を対象としたボート教室

の開催やボートの町みはまをＰＲするための電光看板を設置する等のスポーツま

ちづくり推進事業に１，０００万８千円を、西郷健康ひろば屋外運動場横にグラ

ンドゴルフ場を新たに整備する工事費として７，３７７万７千円の予算を計上い

たしました。 

 

一方、歳入予算につきましては、町税が３７億７，７４８万６千円、国庫支出

金１１億９１３万８千円、県支出金１２億２，４３３万円、繰入金５億 

２，９８６万５千円、諸収入で８億６，５４８万７千円などをそれぞれ充当し、

収支の均衡を図った次第であります。 

 

次に、議案第１３号から議案第２３号までの１１議案は、令和３年度の各特別

会計及び企業会計の予算であります。 

 

これら各特別会計及び企業会計は、それぞれの設置目的に沿って事業の運営経

費や建設事業費等の所要額を一般会計に準じて計上したものであり、診療所事業
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特別会計など１０特別会計の予算総額は３７億７，５９５万５千円、また、上水

道事業会計の予算額は３億６,５５０万９千円であります。 

 

各会計の予算総額等を申し上げますと、診療所事業特別会計では、丹生及び東

部診療所の医業費で、医薬品代の減額が見込まれることから対前年度比２２８万

６千円減の１億３，６２６万７千円、 

国民健康保険事業特別会計では、保険給付費の一般被保険者の医養費が増加し

たことが主な要因で、対前年度比１,２２４万６千円増の１２億６，７１２万 

１千円、 

後期高齢者医療事業特別会計では、後期高齢者医療広域連合納付金等の増加に

より、対前年度比１，００８万９千円増の１億３，４９８万２千円、 

介護保険事業特別会計では、保険給付費の居宅介護サービス給付費や地域密着

型介護サービス給付費等の減少が見込まれることから、対前年度比９，６９１万

５千円減の１１億４，６５１万８千円を計上いたしました。 

また、簡易水道事業特別会計では、東部簡易水道建設改良事業、菅浜簡易水道

建設改良事業及び上水道統合整備事業を計上しており、予算総額は、対前年度比 

４，９１７万５千円増の２億３，２０８万４千円を計上しております。 

集落排水処理事業特別会計につきましては、公営企業会計支援業務や集落排水

処理施設修繕料等の減少により対前年度比１,９７２万４千円減の１億 

５，２６８万２千円を計上、 

公共下水道事業特別会計では、職員人件費や公営企業会計移行支援業務、処理

場修繕改築実施設計業務等の増により、対前年度比１，１４２万５千円増の５億

９５０万２千円を計上いたしました。 

産業団地事業特別会計では、企業誘致促進費等の減により対前年度比２２２万

８千円減の５４１万円を計上しております。 

住宅団地事業特別会計では、新たな宅地分譲地の整備に向け、基本設計を行う

こととしており、対前年度比２３４万５千円減の１，８２６万９千円を計上いた

しました。 

道路用地取得事業特別会計につきましては、道の駅における国直轄整備分に係

る用地購入費や用地取得補償費について、令和２年度で、契約が完了したことに
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伴い、対前年度比３億８，２５５万円減の１億７，３１２万円を計上いたしまし

た。 

最後に上水道事業会計でありますが、県営排水路工事に伴う移設工事及び郷市

地区配水管布設替工事に伴い建設改良費が増加したことから、対前年度比５，９

２０万５千円増の３億６,５５０万９千円を計上いたしました。 

 

議案第２４号 美浜町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定につき

ましては、福井県国民健康保険運営方針の改定に伴い、国民健康保険税の課税額

に係る規定等を整備したく、本案を提出した次第であります。 

 

議案第２５号 美浜町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定につきま

しては、新型インフルエンザ等対策特別措置法等の一部を改正する法律の施行に

伴い、新型コロナウイルス感染症の定義に係る規定を整理したく、本案を提出し

た次第であります。 

 

議案第２６号 美浜町介護保険条例の一部を改正する条例の制定につきまして

は、第８期介護保険事業計画の策定に伴い、介護保険料の改正に係る規定等を整

備したく、本案を提出した次第であります。 

 

議案第２７号 美浜町にぎわい創出基金条例の制定につきましては、町の特性

を活かした新たなにぎわいの創出に必要な資金を積み立てたく、本案を提出した

次第であります。 

 

議案第２８号 美浜町上水道統合整備事業基金条例の制定につきましては、簡

易水道施設の上水道統合整備事業に必要な資金を積み立てたく、本案を提出した

次第であります。 

 

議案第２９号 美浜町町道太田・上野線道路改良事業基金条例を廃止する条例

の制定につきましては、当該事業基金の処分に伴い、関係条例を廃止したく、本

案を提出した次第であります。 
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議案第３０号につきましては、美浜町デイサービスセンターの指定管理者とし

て、社会福祉法人 美浜町社会福祉協議会を指定したく、議会の議決を求めるも

のであります。 

 

以上ご提案いたしました議案について、それぞれ概要をご説明申し上げました

が、不備な点につきましてはその都度、私又は関係者からご説明申し上げますの

で、何卒慎重ご審議の上妥当なご決議を賜りますようお願い申し上げます。 

なお、人事案件等につきまして、本会期中に追加提案させていただきたいと考

えておりますので、併せてお願い申し上げ、提案理由の説明とさせていただきま

す。 

どうぞよろしくお願い申し上げます。 


